第３回　樽ヶ橋エリア活性化検討委員会議事録（要旨）
　

　

日時：平成25年3月26日（火）　午後1時30分

会場：胎内市役所 5階 501会議室

　

　

出席者

　　丹呉会長・大平副会長・堀委員・伊藤委員・平川委員・小野委員・羽田野委員・羽田委員・
加藤委員・久保田委員・須貝委員

事務局

丹後商工観光課長・田部商工観光参事・平山商工観光主任

１　会長（丹呉副市長）あいさつ

　　今回で３回目の検討会ですが、樽ヶ橋河川公園の芝生の張替え完了の竣工イベントを6月

　に実施する予定であり、市内外から多くのお客様にお越しいただきたいと思います。
　２　会長により司会進行

　　（１）樽ヶ橋エリアのアンケート調査内容及び、検討会スケジュールについて

　　（２）樽ヶ橋エリア関係者との意見・情報交換について

 　各資料に基づき、事務局から説明

議事（１）樽ヶ橋エリアのアンケート調査内容及び、検討会スケジュールについて

・アンケート内容について、事務局で素案を作成後に委員の皆様からいただいた意見を集約、調整したものを今回別紙のとおり作成しました。このアンケート調査を４月から１２月まで観光交流センター、クアハウスたいない、黒川郷土文化伝習館、樽ケ橋遊園に配置し、その回収箱を交流センター内に設置する予定である。また市ホームページにも掲載し、回収目標としては最低でも５００部とし、その結果をまとめ、分析したいと考えている。
検討会スケジュールについても別紙のとおりとしたい。
・設問10に『観光情報の収集』という項目が抜けているし、当初素案にあった施設ごとの良い点、悪い点を加えた方がよいのではないか。
・設問10はハード面の必要性に主体をおいた内容であり除外したが、全内容について再度事務局で精査させていただきたい。

・設問４の訪れた施設に櫛形山脈を加えていただきたい。
・設問４に『その他』を加え、記述形式にすれば良いのではないか。

・そのようにします。

・６月９日の河川公園イベントは、雨天の場合は順延になるのか。
・順延、中止等について、県、市、観光協会協働でのイベント実行委員会の中で決めさせていただきたい。
・アンケートの設問内容も大切だが、意見をどうやって吸い上げるかが重要だと思います。これだけの設問を記入してもらうことができるのか。ただ施設に調査票を置くだけでなく、観光協会で来場する利用客に聞き取り調査を実施するなど、アンケートの取り方についても改善した方がいいと思います。
・事務局と観光協会で協力して実施していただきたい。
・調査期間について、４月から１２月まででなく期間短縮したらどうか？
・１１月で閉館する施設もありますし、１２月までと提案しましたが、１０月または１１月までの期間で行いたいと思います。
・アンケートのシュミレーションをやってみたが、その結果として何が判明するか、正直わからなかった。あくまでこのアンケート調査は参考として実施し、今後の第５回、６回の検討会では活性化方策ついて、この委員会で考えなければいけない。その方策案が１２月公表の集計結果と照らし合わせるような形でよいのではないか。
・本日の意見をふまえ事務局で手直しをし、アンケート調査を実施していただきたい。
議事（２）樽ヶ橋エリア関係者との意見・情報交換について

・観光交流センターへ来場する方はほとんどが６０歳以上の方で、買い物はほとんどしない。トイレ休憩での利用が多く、県外から来る方も多く見られる。
今年は交流センター敷地内で月１回、市内の団体と協力して市場を開く予定である。
・クアハウスたいないは温泉入浴としては浴槽が小さく、館内設備の老朽化が進んでいる。また独自で集客策を検討実施しているが、なかなか良い結果が出ない。
・樽ケ橋遊園は目玉動物として今年アルパカのほか、胎内黒豚とジャージー牛を飼育する予定である。
・樽ケ橋エリアだけでなく、胎内リゾートエリアと共有化し総合的に活性化策を検討した方が良いのではないか。
・樽ケ橋エリアとしていったいどこが主導して魅力的な一面を作り上げて行くのか。これまでどのような取り組みがされて来たのか。
・いままで商工観光化が主体となってやってきたが、今後は観光協会が主になっていければ理想的であると考えている。観光協会と市で連携して取り組んできたつもりであるが、足りない部分もあったと思うので今後さらに連携の強化を図りたいと考えている。
・樽ケ橋エリアの施設を１枚のチケットで周れる周遊券を作成したらどうか。また藤の名所として復活したらどうか。
・自然景観が身近にあり慣れ親しめるエリアである。もう一度自然景観を見直し自然をいかしたエリアにして欲しい。また、各施設が孤立してる感があるので連携を強化して欲しい。
